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編集後記：大気に国境はない，という話を気象学を学

び始めたころ大学の授業かなにかで聞いたことがあり

ます．気象の世界の魅力のひとつはそこだ！という感

じでした．確かに明日や明後日の日本の天気を考える

ときにお隣のユーラシア大陸の大気の様子を考慮しま

すし，古い話ですがピナツボ火山の爆発が世界中の大

気に影響を与えたなど，大気は国境をいとも簡単にま

たいで流れてきます．

　天気はどうでしょうか．’山の影響，海の影響，都市

化の影響，数え上げれば限りがありませんが，その土

地その土地がそれぞれ独特の天気の様相を持っていま

す．そういう意味では天気には国境どころか県境さえ

あると言えるのかもしれません．遠方より来る人に「向

こうと比べてこちらの天気（気候）はいかがですか？」

という話がよく出てくるのも，土地が違えば天気も違

うということを皆が知っているからでしょう．

　私は，物事を本当に理解するためにはそれを体験し

てみない限り難しいと思っていますが，全ての土地を

訪れることは無理でしょう．幸いなことに気象学会員

は全国にいらっしゃいます．会員の方々が体験された

天気についての話題を，これからも『天気』でシェア

していくことで，少しでも理解が深まれば良いと願っ

ています．　　　　　　　　　　　　　（本田　有機）

訂　正

　47巻4月号　背表紙は，正しくは「P二三三～三四二」であるべきところ，誤って「P二三三～三四三」と

印刷されました　お詫びして訂正させていただきます．
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